
技術分類

技術名称 ハイパーＲＣＤ工法 担当部署 日本興業(株)土木資材事業部
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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　6件　）　

３．技術の効果

当工法は従来の改修工事に較べ、
　・工期短縮が図れ、即日解放が可能
　・通行制限期間の短縮により交通渋滞を軽減
　・既設水路を傷めず周辺の構造物にも影響を与えない
　・環境にやさしい（廃棄物の発生抑制）
など数々のメリットを有しています。

４．技術の適用範囲

　・高速道路等の　明かり部、トンネル部の排水用円形側溝。
　・水路径 200mm～400mmに対応。
　・集水桝の桝蓋の改修工法も用意しております。

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　「ハイパーRCD 工法」は、日本興業株式会社と株式会社スカイ・アーク、西日本高速道路メンテナンス
中国株式会社の３社で共同開発した工法です。高速道路に設置された円形側溝の補修工事の必要性
が高まる中、出来る限り交通への影響を最小限に抑えた工法の開発ニーズに応え、老朽化対応の新た
なソリューションとして全国普及を推進しています。

　高速道路の円形側溝の老朽化した部分を専用の低騒音カッターにより切除後、プレキャスト製の専用
蓋を設置することで修繕を行う新工法です。本工法は側溝本体はそのまま使用し、上部の老朽化部分
だけを切り取り交換する工法のため、大規模な掘削作業や大型機材による取替え作業が不要で、短期
間での対応が可能となり、周辺構造物への侵襲も最小限に抑えられます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表
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